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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・11/2　13:00～医療福祉学会のリハーサルがあります。不在のスタッフが多数いる為、プログラムの調整を行っていきます。

・以前、湊病院から転院予定でデイケア利用を希望している方がいましたが、本人と連絡がとれない状況の為、保留となっています。

・11/8から向井敦子様がデイケア利用開始予定となる（担当：中村）。

・経過記録は11/3、10:00までに提出して下さい。

＜利用者様情報＞

・山田　健次様～膝痛の為、11/5から冬期間デイケアを欠席したいと希望がある。11/1に外来受診予定の為、主治医へ相談し、その結果を教えて頂きたいことを伝えている。

・宮　　陽子様～これまでの経過について、関係機関と情報共有し、本日主治医へ情報提供している。今後は訪問看護、青明舎の訪問は継続し、その他にアウトリーチの導入を検討している。また、兄様から不安の訴えが聞かれており、症状が軽減して欲しいという気持ちが窺えることを主治医へ伝え、今週の外来受診時にデポ剤の導入を検討していくとの事。デイケアでは、本人の安否確認ができない場合は過度に連絡をとることはせず、訪問サービスへの情報提供を行っていく。また、外来受診時に本人の様子を見に病院へ出向くなど、デイケアへの来所、連絡等が本人の負担とならないよう関わっていくこととする。家族からの相談窓口は、訪問看護へ依頼していく。

・細越　定生様～昨日、暖房の温度設定に関してスタッフへ確認があった為、結果を伝えている。温度設定に決まりが無い事を伝えると、怒鳴り口調で返答している。訴えを傾聴することで、徐々に落ち着いており、その後のプログラムでは訴えは聞かれていない。

・寺沢　　彩様～担当スタッフには、数日の間、食欲が無いことから何も食べていないと話すが、他のスタッフには朝はとり汁、昼はチーズを食べたと話す等、話を曖昧にしている様子が見られる。体重を減らしたいと希望あり、マイナス2㎏程減ってきている。食事摂取状況の曖昧さがある為、本日母様へ連絡し、自宅での様子や服薬管理、食事について確認していく予定。

・松川　順子様～昨日、生活保護の申請が通ったと連絡が来たことを報告されている。11/9に受給となる為、市役所に行きたいとの事で欠席を希望されている。生活保護が決まった事は安心したが、「これからいろいろと決めなければいけないので、ちょっと大変かな」と不安を話されている。青明舎のスタッフも手伝ってくれることを伝えている。

・中村　　茂様～昨日、就寝前薬を服用しないまま帰宅しようとすることがあり、デイナイトケアに戻ってきている。服薬チェックに関して、ボードの使用方法、スタッフのチェック方法等を再確認していく必要がある。

・八木橋牧雄様～ナイトケアメンバー間での忘年会に参加しない予定であったが、誘いを断りきれず、「じゃあ行く」と忘年会に参加することとなる。断らなくてもよかったのかと確認すると、違う話題へと摩り替えてしまっている。また、甥様に、母様の具合について尋ねるメールをしたところ、連絡をして欲しくないとの返事がきたことに、ショックを受けたと目に涙を滲ませることがある。

＜事例検討＞

上久保善郎様（46）　統合失調症　既往歴：薬剤性パーキンソン症　主治医：安ヶ平Ｄｒ

検討内容
目標達成のために、どのようなケアが必要か。目標の再設定。

長期目標
病状の安定を図ると共に家業の手伝い等、現状維持に努める。

中期目標

①病識を身につける。忘薬しない。

②食事量、飲水量の把握をしながら体重の減量を図る。

③性的な言動を慎む。

短期目標
①疾病・服薬プログラムに参加し病気の理解を深める。

②運動プログラムに積極的に参加をする。

③性的な言動を減らす。

治療計画
①疾病プログラムにて病気に対する理解を深めていただくために、個別に声掛けをし、わからないことが

あればその都度説明していく。薬の副作用を理解し、口渇時の飲水量を控えるように促す。

②体重の減量を図るために、運動プログラムへの参加を促すことや、病識を理解しながら引き続き食事量・飲水量の把握をする。また、水分量に気をつけ、結果に反映されたときは、評価していく。

③性的な発言や接触行為は注意し、不快であることを伝えていく。

検討結果
・性的発言は、コミュニケーション方法でもある為、相手が不快に感じてしまう場合は止めるように指摘していく。

・出席率は100％であることを評価していく。

・現在は継続して通所しているが、病状悪化時はどのような症状が出るのか、兆候などを確認していく必要がある。

＜外来患者様情報＞

・中村　　茂様～夕方になるとつらい、と話している。服薬を調整していたことについて、主治医からは止めるように説明を受けている。

・本多　富美様～睡眠が不安定との事で、服薬を調整している。

・大久保康弘様～幻視が見えることはないと話す。

・八木橋牧雄様～鍋を購入し、自炊をすることを考えているとの事。

・久保　興介様～幻聴は無いと話す。

